
原著論文

受付：2020年12月10日; 受理：2021年2月3日

熊本県球磨郡球磨村平田の縦穴産ニホンオオカミとツキノワグマ

Holocene remains of Japanese wolf and black bear from Hiranta Cave, Kuma-mura,
Kumamoto Prefecture, Kyushu Island, Japan

HASEGAWA Yoshikazu1, KIMURA Toshiyuki1, MATSUOKA Hiroshige2, OBARA Iwao3,
YAMAGUCHI Tadashi4, KOHNO Ayako5, KOHNO Naoki5  and TOKANAI Fuyuki6

1Gunma Museum of Natural History: 1674-1 Kamikuroiwa, Tomioka, Gunma 370-2345, Japan.
2Department of Geology and Mineralogy, Graduate school of Science, Kyoto University: Kitashirakawaoiwake-cho,  

Sakyo-ku, Kyoto 606-8502, Japan.
35-5-21, Kugahara, Ohta-ku, Tokyo 146-0085, Japan.

4Japan Association of Cave Exploration; 2-10-22-402 Satsukiga-oka, Hanamigawa, 
Chiba City, Chiba 202-0014, Japan.

5Department of Geology and Paleontology, National Museum of Nature and Science, Tokyo: 
Tsukuba Research Center, 4-4-1 Amakubo, Tsukuba, Ibaraki 350-0005, Japan.

6Center for Accelerator Mass Spectrometry, Yamagata University, 19-5 Kanakame-yujiri, Kaminoyama City, 
Yamagata 999-3101, Japan.

Abstract: Two specimens of Japanese wolf, Canis lupus hodophilax and one specimen of Japanese black bear, 
Ursus thibetanus were excavated from Hiranta limestone cave, Kuma-mura, Kumamoto Prefecture, Kyushu Island. 
These two species were extinct reentry in Kyushu Island.
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要旨：九州ではニホンオオカミは明治時代にいなくなり，ツキノワグマは昭和時代にいなくなったと考え
られている．熊本県南部球磨村の山中にある平田の縦穴（-40m）から2頭のニホンオオカミと1頭のツキ
ノワグマの遺体の一部を発掘した．両種が複数個体同一場所で発見されることは珍しい．14C年代による
と7世紀と11世紀の年代が試算されている．

はじめに

平田（ひらんた）の縦穴は，球磨村森林組合の横井博文氏

が組合の作業班に所属していた際に，球磨村横井平田地籍

の山で作業中に見つけた石灰洞穴である（図1）．この洞窟

は長く知られないままであったが，前述の横井氏が球泉洞

勤務となり，著者の1人である山内正と球泉洞の調査を行っ

ていく過程で，2011年に調査することとなったものである．

発見当時は，当該洞穴が山中深くに位置していたこともあ

り，到達困難な場所であったが，現在は道路が整備されて

直近まで車で行くことが出来る．平田の縦穴の最初の調査

は，2011年の春に山内らが球泉洞の調査の合間に1日だけ

ロープで降下して行われた．2013年の秋，日本洞穴探検協

会と愛媛大学探検会が合同調査を行った．この時に採集さ

れた骨の遺骸が長谷川に送られ，この中にニホンオオカミ

と思われる遺骸があったことから，翌2014年の春と秋の2

回にわたり，計2週間のニホンオオカミの発掘調査が実施

され，後にこれらの資料の放射性炭素年代（以下14C測定年
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代）の測定もなされた．日程と参加者は次の通りである．

調査参加者

　　2011年4月23日

　　　調査団長　　山内　正（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　　　菊池正志（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　　　伊勢麻理（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　　　横井博文（球泉洞）

　　2013年10月15～ 17日

　　　調査団長　　山内　正（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　　　溝淵三郎（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　　　町野優美子（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　　　青木　潤（愛媛大学探検会）

　　　　　　　　　横井博文（球泉洞）

2014年3月20～ 24日

　顧　　問　　長谷川善和（群馬県立自然史博物館，

　　　　　　　横浜国立大学名誉教授）

　調査団長　　山内　正（日本洞穴探検協会）

　調査副団長　デビット・エドワーズ（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　曽芝頣（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　吉村浩子（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　橋本達弥（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　横井博文（球泉洞）

2014年9月19～ 28日

　顧　　問　　長谷川善和（群馬県立自然史博物館，

　　　　　　　横浜国立大学名誉教授）

　調査団長　　山内　正（日本洞穴探検協会）

図1．平
ひらんた

田の縦穴の位置図．右端中央やや上に平田の縦穴（×印）がある．中央やや上に杣鼻（そまのはな）山，827mがあるがそ
の近くに深い風頭の縦穴（×印）がある。左下には球磨川の左岸を走る国道219号の直上に球泉洞がある．平田の縦穴と球泉洞
のある石灰岩体はほぼ同一層準と思われるが連結した岩体かどうかはわかっていない．球泉洞は2020年の大洪水で被害を受け，
現在閉鎖されている．地図は地理院地図（国土地理院）による．
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　　　　　　　菊池正志（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　　吉村浩子（日本洞穴探検協会）

　　　　　　　　宗像　充（ライター）

　　　　　　　　横井博文（球泉洞）

　　2019～ 2020年　

　　　遺骸の放射性炭素年代測定の準備と実施

　　　　　　　　甲能純子（国立科学博物館）

　　　　　　　　甲能直樹（国立科学博物館）

　　　　　　　　門叶冬樹（山形大学総合科学研究所）

平田の縦穴の概要

　平田（ひらんた）の縦穴（図2）の概要について述べる．

　　　・所在地：熊本県球磨郡球磨村横井平
ひらんた

田

　　　　　　　　（北緯32°.30’/東経130°.67’）

　　　・標　高：840m

　　　・洞　口：2.5×3.0m

　　　・高低差：45m

　　　・総延長：66.1m

　　　・発見者：横井博文

　ここは、地図上では球泉洞と九州自動車道の肥後トンネ

ル南口のほぼ中間地点にあたる．そして，杣鼻（そまのは

な）山（標高827m，横井集落の西北にある）の東南東

3000m余の地点に位置する．洞口の西側には新しい山道が

出来ていたため移動は易かった．洞床は西側に狭く大小の

岩塊が主で，下位は砂泥の多い地層となり，最奥部は数十

cmの水溜りとなっていた．このため，砂泥の露出してい

た部分と水溜の下の泥を中心に掘り上げた．

　砂泥中の大きい岩塊は除外して泥や砂を中心に取り上げ

たが，粘土質の泥は粘性が強く，簡単に層位を区別できる

状態ではないため，遺骸は堆積物ごと随時掘り出す外はな

く，溜水の中は全く物が見えない状況下であったが，土砂

泥など総計1t近く運び出した．掘り上げた砂泥塊は山麓の

排水ができる別の場所まで搬送し，すべて水篩により砂泥

を流し，小石を取り除いてから乾燥し，その中から動物遺

骸を取り出す作業を行った．

　2013年の調査に際しては，洞穴に落ちて死んだアナグマ

を発見し，翌年の調査で遺骸を取り上げた．洞中で死んだ

らしく，泥の中に穴を掘って丸まって皮と骨だけの状態と

なっていた一頭分の遺骸を回収した．また生きている蛇も

いたというが長谷川は見ていない．要するに毎年次々と落

ちた動物は洞穴の外に逃れられないので，ここで死に累積

しているはずであるが，骨の状態だけから遺骸の生息年代

を決定することは困難である．ここに取り上げたニホンオ

オカミとツキノワグマも，部位によって破損なり磨耗の度

合いはかなり異なっている．

　動物体は死後少しずつ腐敗分解し，また極めて徐々に骨

の各部が分離し，僅かずつ移動する．その時の水の流れで，

大きさによって分別されていることが推察できるが，時代

により種類によって洞内での挙動が異なることもあるので

簡単に説明がつかない．

　平田の縦穴より北に位置する泉村の京丈山（Mt. Kyonojo）

からは，ほぼ一頭分のニホンオオカミの報告があり，14C

年代測定によって室町から江戸初期のものとされている

（北村ほか，1999）．その他の共産動物や産状などは詳細が

わからないが，ツキノワグマが共産している（入江，1993；

山崎，2017）．人為的な影響のない自然環境の中で，ニホ

ンオオカミとツキノワグマが共産していることは重要であ

る．今回，我々が記録に残そうとしている球磨村の平田の

縦穴の遺骸は，京丈山と同様にニホンオオカミとツキノワ

グマが共産した二例目の報告となる．

　平田の縦穴は，石灰岩塊の中に出来た洞穴で動物類が集

図2．平田の竪穴の測量図．日本洞穴探検協会測量（測量責
　　任者　山内　正）
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積される良い例の一つと言える．古生物学では，裂罅堆積

物として扱われている典型的な例である。

共産した動物遺骸群は将来当地の動物相などの研究に役立

つと考えているが，これらを全て整理するには多くの時間

を要し，またそのための保管場所が問題である．また、ニ

ホンオオカミとツキノワグマだけを分離して保管すること

も良くないので，これらを一括して群馬県立自然史博物館

（GMNH-PV）に収蔵する．

ニホンオオカミとツキノワグマの産状

　平田の縦穴から産出した動物遺骸の総量は，いわゆるモ

ロブタと呼んでいる標本箱（58×38×10cm）で10箱余り

に及ぶことから，数千点を超えると思われる．含まれてい

る種類はほとんどが現地に生存しているニホンジカ，タヌ

キ，アナグマ，キツネ，サル，カエル類，ヘビ類といった

類であるが，全て分解，遊離，破損した様々な状態である

ため，遺骸の分類整理は出来ていない．この中から，ニホ

ンオオカミとツキノワグマと思われたものを取り出した

が，とくに磨耗，破損が激しく骨の部分なり種類の判別が

難しいものは扱っていない．こうしたことは，洞内での堆

積状態を注意深く観察しなくてはならないが，先述したよ

うに泥々の濁った水と粘性の強い洞内の粘土層とを手探り

で採取を実施しなくてはならない作業であったため，今回

ほとんど出来ていない．これからの課題である．しかしな

がら，標本は水洗式により2,3mm程度の小動物（例えばネ

ズミの歯など）の歯や骨まで採集しているので，洞外作業

はほぼ適した作業が出来たと思う．いずれにせよ，今回の

平田の縦穴の例と，前述の京丈山（北村ほか，1999）と矢

山岳（長谷川ほか，2004）における例などからみて，熊本

東南部の石灰岩分布域の縦穴型洞穴にはニホンオオカミや

ツキノワグマの遺骸群がまだ発見できる可能性が高まった

といえる．

ニホンオオカミとツキノワグマの記載

　ニホンオオカミは，ほとんどが分離した歯約50点と指の

骨40点余で小さいものが中心であり，大小2頭分に分けら

れる（GMNH-PV5000と5001）．ツキノワグマは，頭骨や

長管骨(左右揃)など大きい部分が多く残っていた．もっと

砂泥を持ち出せばそれぞれに欠損部分が揃うと思うが現時

点では2種の産出部分が極端に異なる．それぞれに大きさ

あるいは重さで仕分けされた状態である．結果としてニホ

ンオオカミは2頭分に，ツキノワグマは1頭分に判別される．

１）ニホンオオカミ

　Canis lupus hodophilax（GMNH-5000, 5001）

　ニホンオオカミとして，ほとんどが遊離した歯牙49点，

脊椎骨10点，肩甲骨1点，尺骨2点，橈骨3点，骨盤2点，大

腿骨2点，脛骨1点，踵骨1点，距骨1点を識別した．また，

ニホンオオカミと思われるものとして中手骨9点，中手骨

か中足骨か不明のもの破片5点，基節骨21点，末節骨6点を

認めた．

　この中で，歯牙は表と図3で示したように，2体分である

と判断した．歯の基準は大きさと咬耗の程度で，やや大き

く咬耗のみられる歯をAグループ，やや小さく磨耗がほと

んどないのをBグループとして分けた．AグループはBグ

ループの歯より少し大きく，歯の咬耗から年齢が少し進ん

でいることから雄に由来する可能性があるが，雌雄の明確

なニホンオオカミの標本が不十分のため，現時点では決定

できない．Aグループの下顎は不完全で計測もできないほ

どであるが，右には4個の歯が，左には3個の歯が植立して

いる．Bグループの上顎左右の第4臼歯には，わずかに歯

の周辺だけ頭骨の破片が付着している．Bグループの四肢

図3．平田の縦穴より産出した歯牙を識別し，本来の歯の位置に並べ
たもの．Aグループ（GMNH-PV5000）と Bグループ（GMNH-PV5001）
の2個体分となる．
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骨などは，完全な通常の計測ができるような保存状態では

なく，ほとんど破片といえる．洞内でどのような状態があっ

たか推測できないが，水の増減によって堆積物との磨耗・

破損が繰り返された結果と考えられる． 

　左第5中手骨は，大小区別がついた．長さはほぼ同じで

あるが、太さが違う．小さいBグループに属すると思われ

る中手骨は左右共に4本づつ揃った．図示しておく（図4）．

　四肢骨の計測値の比較を表1に示す．比較できたのは四

肢骨における3箇所だけであるが，平田の縦穴から産出し

たニホンオオカミは，京丈山の個体や福島県産の個体とほ

とんど同大と考えてよさそうである．

　平田の縦穴からは，2点の橈骨が産出しているが，同じ

側の2点を比較すると大小に分かれる（表2）．これらを国

立科学博物館所蔵のチョウセンオオカミ（C. l. lupus）と比

較すると，平田の縦穴Bは欠けた部分を骨端での湾曲の広

がり方からみると，約20㎜平田の縦穴Bが短い．より大き

い平田の縦穴Aと較べると，単純に20㎜強短い．

　平田の縦穴Aとほぼ同じ骨体の大きさのものだったら

もっと長さに差がでることが考えられる．これは歯群のA

とBのグループに対応すると考えられる．大腿骨において

もおおよそ同様の傾向が認められる（表3）．

　踵骨（図6）はチョウセンオオカミ（NSMT-106）より大

きいので，平田の縦穴Aに属すると考えられる．これを関

節面でみると後距骨関節面はやや平田の縦穴Aの方が大き

いが，中距骨関節面は平田の縦穴Aは方形でチョウセンオ

オカミの半分ほどの面積を示す．単に個体差にすぎないか

どうかは今後検討を要するが，個体間の比較においては相

図4．Canis lupus hodophilax（GMNH-PV5001）の中手骨．
　1．左中手骨背側面，2．右中手骨背側面，基節骨2本と関節する，
1と2は同じ個体，3．副手根骨背側面．

図5．Canis lupus hodophilaxの 左 第5中 手 骨（GMNH-PV5001
とPV5000）の比較．1．図4の左第5中手骨と同じ．2．左より太い．

表1．平田の縦穴産ニホンオオカミの四肢骨の比較．

表2．平田の縦穴産ニホンオオカミの橈骨の比較．

表3．平田の縦穴産ニホンオオカミの大腿骨の比較．
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対的にニホンオオカミの手足はチョウセンオオカミより太

く短い．

　別の材料で歯の大きさを比較した結果は以下の通りであ

る（表4～ 7）．平田の縦穴の歯は2点ともに，京丈山や矢

山岳のものよりわずかに大きく，北九州市平尾台のこむそ

う穴の日本最大のニホンオオカミとしたものよりは小さ

い．熊本の2地点のものよりは少し大きいが，別の資料と

比較してみよう．

　平田の縦穴から産出したニホンオオカミは，顔面頭蓋が

破損しているが，歯は遊離状態で2体分がかなり揃ってい

る．また，長管骨や脊椎骨，手足の小さい骨も若干出てい

る．日本全体からみると，平田の縦穴から産出したニホン

オオカミは，平均的な大きさであることがわかる．歯から

みて，チョウセンオオカミは同大からほんの僅かに大きい

図6．Canis lupus hodophilax（GMNH-PV5000）の踵骨・距骨とチョウセンオオカミの踵骨．1．踵骨；ａ：外側面，ｂ：後
側面，ｃ：2．距骨；ａ：内（後）側面，ｂ：後側面，1と2は関節するので同じ個体，3．チョウセンオオカミ（NMNS-PO 106）
の右踵骨．GMNH-PV5000は、比較したチョウセンオオカミより大きい．

表7．ニホンオオカミ　上顎歯の計測値．

表5．平田の縦穴産ニホンオオカミの左中手骨の比較．

表6．平田の縦穴産ニホンオオカミ歯牙の比較．

表4．平田の縦穴産ニホンオオカミの中手骨の長さ．
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という程度である．四肢骨の材料がもっと揃えば体形の比

較が可能となるが，現在のところそう簡単ではない．ニホ

ンオオカミの骨格の比較だけでも個体が少ないのと，骨格

が組立てられているため細部について比較することは難し

い．雌雄差のことも解決できていないので，いろいろと課

題が残されている．平田の縦穴のように保存の悪いものは，

意外に計測点がとれなくて比較が難しく，今後の研究を進

める上で課題が多い．生物地理的には日本に隣接するチョ

ウセンオオカミとの比較は重要な問題であるが，実際に

チョウセンオオカミの骨格もあまりない．たまたま国立科

学博物館に保存されていた標本（NSM-PV106）があり，

それとの比較をしたところ，2，3の点で気になる点があっ

たので，記録に留めることとした．今後，材料が増えたら

再検討してみる価値はあると思う．

２）ツキノワグマ

　Ursus thibetanus（GMNH-PV5002）

　ツキノワグマは，以下の部位が産出した．頭骨（後頭部）

1点，左下顎片と臼歯2点，遊離した右上臼歯3本，下顎右，

犬歯と臼歯2点，犬歯1本，上顎第一前臼歯，上腕骨2点，

橈骨2点，尺骨2点，大腿骨2点，脊椎5～ 6点（損傷の度合

大きく部位不明）．

頭蓋骨（図版Ⅳ－1a,b，2a,b；図版Ⅴ－1a,b）

　破損面はすべて新鮮である．突出した部分も同様である．

標本を採取する段階から水洗するまでの間の損傷と思われ

る．右上顎歯があることから，実際には吻部もあったと思

われるが，採集されていない．

　頭蓋部は前頭骨，側頭骨，後頭骨など脳を囲む神経頭蓋

が大体残る．しかし，細部の破損は大きい．頭蓋最大長は

142mm，側頭骨最大豊隆部間での距離は88mmで，ほとん

ど計測できない．頭蓋を形成する各部の縫合線は融合して

見えない．矢状陵は横から見ると前頭骨上縁と同じ高さで，

後端はそれほど強く後方への突出はないと思われる(欠如

している)．図版Ⅴ-1aでは，右下顎関節部は大体残るが完

全ではない．また，犬歯1本の歯根は板状になり，原形は

ほとんどない．おそらく，強く水磨されたものと思われる．

左上腕骨（図版Ⅵ－2，3）

ほぼ全形が理解できる保存状態である．しかし，細部は欠

損している．骨体の近位は断面が円形に近い．三角筋粗面

は発達している．粗面の縁は強く盛り上がって長三角形面

を作り，先端は骨体全長の三分の二まで達する．その内側

稜は直線的で，骨体と同じ方向に走る．三角筋粗面の先端

より遠位の骨体は，後方（背側）に屈曲する．内側顆は全

体に内側へ，さらに後外側と前上方内側に大きく発達する．

外側顆は弱いが，その上方外側は薄い花弁状になった骨が

上方から外方前へ湾曲するように拡がる．右上腕骨は，近

位も遠位も関節部分を欠如する．三角筋粗面の状態が左上

腕骨に似ることから，同一個体に由来するものと思われる．

尺骨（図版Ⅵ－2）

　右尺骨は近位，遠位を欠く．長い三角形が遠位に細くな

る．直線的な骨の断面は中位では亜楕円形，遠位では三角

形で，骨体全体少し外方へ湾曲する．橈骨骨頭との関節面

は全体は逆三角形に配する．外側はやや上方に傾く．上腕

骨内側滑車面と接する鈎状突起は内側下方に広く発達す

る．その下に内側稜が発達（3cm強）し，前側に溝が出来

ている．骨表面粗面が発達している．左尺骨は鈎状突起よ

り下遠位へ11cmほど残るだけで，骨体の中央3分の1ほど

で，割れ口は古い．部位だけの比較では右尺骨と対比でき

る．

表8－1．ニホンオオカミ下顎歯（GMNH-PV5000）の計測値．
　 計測値の単位はmm．

表8－2．ニホンオオカミ下顎歯（GMNH-PV5001）の計測値．
　 計測値の単位はmm．

表9．ニホンオオカミとチョウセンオオカミの裂肉歯の比較．
　 計測値の単位はmm．（齋藤の資料による）
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橈骨

　左橈骨は橈骨粗面より骨体中ほどまでである．遠位が外

後方へ湾曲する直前まで（11cm）で，右橈骨はそれとほ

ぼ同部位になるがもっと短く，判定ができないほど（8.5cm）

のものである．右橈骨は，断片的である．左右とも，それ

ぞれ破損したのは古く発掘以前のことと推察される．

大腿骨（図版Ⅶ－2, 3）

　左右2個が採集された．いずれも不完全である．右大腿

骨は遠位端の膝関節部が破損して欠如している．大腿骨頭，

大転子，小転子いずれも先端が欠ける．転子窩には骨瘤が

認められるが，頂部を欠く．骨体は断面が丸く，直状に遠

位に伸びる．全長220㎜．骨頭最大径32mm，大腿骨頚最

小径26mm，骨頭から大転子間最大距離63mm，骨体中位

の内外径23.5mm，前後径19mm，下端最大幅36＋mm．

　左大腿骨は，骨頭を欠く以外ほぼ右大腿骨と同等の部分

が採取された．中程の破断内部の骨によって年代測定をし

た．

脛骨（図版Ⅶ－4）

　左脛骨で風化激しく，色もひどく異なり，同一個体かど

うか不明でしばらく分けていたが，この個体に属するもの

とした．膝関節は丸くなるほど突出部は磨減している．遠

位の腓骨切痕部も一部残っているが，内外顆とも形態はみ

えないほど磨減している．全長＋196mm，骨体中央最小

内外径24mm，同前後径21mm，遠位端内外幅＋37mm，同

前後径＋22mm．

　平田の縦穴から産出したツキノワグマを他地域のツキノ

ワグマと比較するためには，年齢・雌雄差・地域差など配

慮できる適当な全身骨格の標本が必要であるが，今後の課

題である．また，四肢骨では前足や後足の指骨や肋骨はほ

とんど見つけられていない．産出した骨は長管骨など大き

な骨が多いが，これは洞内での水の影響で選別されている

可能性がある．脊椎骨は10点前後あったが，部位の判定が

できないほど破損しているので，この中で扱っていない．

欠損部分についてはまだ洞内に残っている可能性はある

が，平田の縦穴が高低差40mを超えることから，探検隊の

協力が必要であるが現時点で組織できないため,新たな標

本の追加は現状では困難である．

ニホンオオカミとツキノワグマ遺骸の年代

　平田の縦穴より産出したニホンオオカミGMNH-PV5000

およびGMNH-PV5001とツキノワグマGMNH-PV5002につい

て，放射性炭素年代を測定した．試料は，計測ポイントを

破壊することのない部位から低速高トルク回転のエンジン

を用いて粉末の状態で採取した．採取した試料は，0.1N 

NaOH水溶液で10分間洗浄しアルカリ可溶性有機物を除去

した後，超純水にて水溶液がPH6～ 7になるまで中和した．

24時間の凍結乾燥後，あらかじめ煮沸洗浄しておいたセル

ロースチューブに収集し，500mlの1.2N HCL水溶液にて

22℃の室温で撹拌しながら24時間の脱灰後，再び超純水に

てPH5～ 6に中和した．セルロースチューブ内の試料をね

じ口試験管に回収して遠心分離した後，上澄み液と残留物

とに分けて，24時間凍結乾燥した．凍結乾燥後の残留物は，

不溶性コラーゲン(gelatin collagen)を抽出するために超純

水を加え，アルミブロックバスにて95℃で12時間保温し，

遠心分離して上澄み液を吸引濾過した後，再び凍結乾燥し

てコラーゲンを収集した．測定試料は，山形大学高感度加

速器質量分析センターにて元素分析計とガラス真空ライン

で構成されるグラファイト調整システムの下でグラファイ

ト化を行なった．その後，加速器質量分析計（YU-AMS:NEC

製 1.5SDH）を用いて放射性炭素年代を測定した．得られ

た14C濃度について同位体分別効果の補正を行なった後，
14C年代を測定し，併せて暦年代を算出した．

　ニホンオオカミGMNH-PV5000とGMNH-PV5001は産出

場所が同じだが，それらの生息年代（較正暦年代）には約

450年前後の差があった．また，京丈山のオオカミ（KCM-

109）の較正暦年代は1448～ 1633年で保存状態も良好で

あったと報告されている（北村ほか，1999）.平田の縦穴

のものの保存の程度が悪いのは，年代が古いことも関係が

あるか埋積状態の違いと言える．

表10．炭素および窒素の含有量とC/N mol 比．

表11．放射性炭素年代測定及び暦年更正の結果．
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考察

　九州においては、縄文時代にはツキノワグマが福岡県，

熊本県，鹿児島県に，オオカミが大分県，熊本県，鹿児島

県から知られている（Nishinakagawa et al., 1992; 西中川, 

2004）．これらはいずれも単にオオカミとしか記述されて

いないが，考古遺骸においてツキノワグマとオオカミの両

種が同一遺跡から発掘されている事例は複数ある．例えば

鹿児島県川内市の麦之浦貝塚は、そうした事例の一つであ

るが，同遺跡からはイヌも記録されており，それより大き

い個体がオオカミとして区別されているようである（西中

川他，1987）．いずれのオオカミも，その大きさからニホ

ンオオカミと判断して差し支えない．麦之浦貝塚などから

は、ツキノワグマ，オオカミ（ニホンオオカミ），カワウ

ソなどの共産が記録されている（西中川，2004）．

　ツキノワグマは，江戸時代から昭和の中頃まで捕獲記録

が残っていて，1941（昭和16）年のものが最後の確実な記

録だという（大井，2009）．別の報告（大西・安河内，

2010）によると1967年の幼体の死体が最後の記録だといわ

れる（大西，2011）．ツキノワグマの日本への渡来はアジ

ア大陸から朝鮮半島を経由して日本に入ってきたと考えら

れる．Dobson and Kawamura（1998）は，その時期を50万

～ 30万年前としている．一方、近年の分子系統学的研究

によれば、その渡来時期は100万年前よりも以前の前期更

新世である可能性が指摘されている（Wu et al., 2015）．

　盛永・安田（1985~1995）の「享保元文諸国産物帳集」

を元にニホンオオカミに関する各地の分布と呼名について

まとめがある（中村，2005；菱川，2009）．九州地方では

ヤマイヌというのが普通の呼び方だったようで，五ヶ荘の

ヤマイヌもこの事例と思われるし，その分布範囲もほぼ九

州全域とみてよいであろう．また，近年には入江照雄氏ら

により発見された熊本県八代郡泉村矢山岳の洞穴産ニホン

オオカミの頭骨について今泉（1970）が報告し，同一標本

の産出状況と頭骨遺骸の共産物については後日別の報告が

された（長谷川ほか，2004）．泉村の京丈山からニホンオ

オカミが報告され（北村ほか，1999），同じ洞穴からツキ

ノワグマも産出していることが知られている（入江，

1993）．村次（1836）の肥後國五ヶ荘圖志全の文中に「五ヶ

庄灘第一の険阻で下り詰の谷を山犬谷といふ．細き流れあ

りて山犬至つ多し．尿は道に充満せり（p. 380）」とあるの

は，この地にニホンオオカミの群れがいたことを記したも

のであろう．379頁の図16は，久連子村庄屋緒方信太の妻が，

信太の弟鉄太によりきさらぎのころ穴より獲り得た猫程の

熊の子をいだき，人の乳をのませている（p.386に説明）．

それよりもっと注意を引くのは，五ヶ荘の人々の存在が一

般の熊本の人々に知られるようになり，慶長15年に加藤家

の領になり，後に細川家の領になり五名の頭人が申し付ら

れ，享保二巳年より御料となる．そして，隈本より塩幾十

表を賜う．一方，「五人の頭分のものに替り年始のつとめ

として隈本に出る時，熊
・

の
・

皮
・

数
・

十
・

枚
・

，礼物として献上す（p. 

384）」とあるこの熊は，ツキノワグマのことであろう．

　日本クマネットワークは，長崎大学の土肥昭夫氏の資料

に基づき縄文から昭和までのツキノワグマの分布をまとめ

た（山崎，2017）が，ツキノワグマは九州全体から減少し，

昭和にかけては熊本県か大分県の祖母傾山系周辺に限ら

れ，現在ほぼ全域でみられない状態であるという．

　縄文時代以前のツキノワグマ相当のクマ化石は，栃木県

佐野市葛生地域の哺乳動物を研究した鹿間（Shikama, 

1949）の論文中で，上部葛生層からUrsus tanakaiとして報

告されたものやWu et al.（2015）が青森県下北郡尻屋崎か

らU. thibetanusとして報告があるが，それはほとんど現生

ツキノワグマに近く，下顎骨1点，臼歯1点のみである．ほ

かの地域では上部葛生層の時代にはヒグマが普通で，ツキ

ノワグマまたはそれに類した小型種は知られていない．愛

媛県大洲市肱川町のカラ岩谷敷水層からツキノワグマとし

た指骨が（長谷川ほか，2015），岐阜県郡上市の熊石洞か

ら犬歯が産出している（奥村ほか，1982；樽野ほか，

1982；大坪，1984；樽野他，2018）ここの14C年代は，ナ

ウマンゾウ,オオツノシカ,ムカシニホンジカで16,720±880y. 

B. P. （GAK-7007）だという．広域分布からみると現生ツキ

ノワグマの分布は中国南部から東南アジア系（Ellerman 

and Morrison-Scott, 1951）であってナウマンゾウと共産し

てもよいと思われるが，先に述べたように2・3の石灰洞窟

から僅かな，しかも明確に認識できないような部分しか出

ていない．今後再検討する必要がある．年代的には2万年

を越える確かな古いツキノワグマはないと思う．これらの

化石記録はいずれもすでに産出層準が消滅しており，地質

学的再調査ができないので，標本から再検討する他はない

のが現状である．

　現生種を扱う研究者（大井，2009；坪田・山崎，2011；

山崎，2017）は50万あるいは30万年前に大陸から日本に渡

来したとしているが，これらの資料からの引用であろうか．

日本の中・後期更新世の哺乳動物（河村ほか，1989）の

QM7帯（後期更新世後期）とした中に岐阜県熊石洞から

ツキノワグマの産出がリストされているが詳細は出ていな

い．50万あるいは30万年前にツキノワグマのいた報告はな

いのである．おそらくDobson and Kawamura（1998）がCategory 3

としたものの中にツキノワグマがリストされているので，
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これから引用した可能性が高いが，どこのどの標本か全く

判らないのでここでは議論できない．

　今のところ筆者等の知る限り，縄文以前の日本にはヒグ

マが広く分布し，縄文以降は少なくとも本州ではその分布

域がツキノワグマに置き換えられているといえる．確かな

例が岐阜県の熊石洞の堆積物から産出したものだけであ

る．また，他の地域でヒグマとツキノワグマの化石が共産

している例は知らない．

　島嶼化によりヒグマがツキノワグマに取って代わられた

という仮説は聞かないが，本州においてタイリクオオカミ

がニホンオオカミに替わったという考えはよく知られてい

る（中村，1998a；ウォーカー，2009）．

　2009年は狼（ここではニホンオオカミのこと）の研究に

とって大変重要な年だといえる．この年にはウォーカー，B. 

L.著（浜健二訳）の「絶滅した日本のオオカミ」（ウォーカー，

2009）と菱川晶子著の「狼の民俗学―人獣交渉史の研究」（菱

川，2009）が出版されたからである．どちらも非常に多く

の論文や資料を集め，現地の調査記録を残しており，今後

の狼（ニホンオオカミ）研究に極めて有用である．

　ウォーカー（2009）は，膨大な資料を，古いものから近

代まで，論文から新聞の記事といったものまで驚くほどの

多方面にわたって引用しているにも関わらず，なぜか今泉

吉典の論文には一切触れていないことについて指摘した

（長谷川ほか，2000）が，ここでは，菱川（2009）の論考

に取り上げられなかった1例を，引用しておくことにする．

なぜなら，この資料は本論文に関係する熊本地域の重要な

記録として見落とせないものだからである．

　その資料とは，鶴屋百貨店創業40年記念の出版物「肥後

の書画名品撰」で，熊本県内で捕殺されたという狼が描か

れた図が掲載されている．これは細川家第十代当主の細川

重賢（1720~85年）が描いた“重賢写生帖”の中の一枚だ

とされており，その産地は現在の上益城郡山都（やまと）

町下名連石であることが判明した．そして，その画は重賢

の「毛介綺換」という画集の一葉であることと，熊本県内

では良く知られているらしいことがわかった（熊本野生生

物研究会編，2015）．図7にみるように，彩色付の画の中に

記されている記事には，鉄砲で宝暦八年（1758年）二月に

下名連石の猟師によって捕殺されたことと，捕殺された狼

の計測値とが記録されている．これは単に狼の捕殺記録と

違い，この画集が単に珍しいものを上手く描いたというだ

けに留まらず，生物学的にも得難い記述となっている点で，

博物学上の業績として評価されている理由であろう．なお，

菱川（2009）は永青文庫蔵の細川有孝（源有孝）の「諸獣

図」の中の狼群と猫の図と「珍禽奇獣図」の狼の図（安永

4年）を引用しているが，細川重賢の画は入っていない．

まとめ

　平田の縦穴より土砂と共に引き上げ水洗したところモロ

ブタで10個に及ぶ脊椎動物の遺骸を収集した．

　この遺骸群の中からニホンオオカミとツキノワグマと思

われる遺骸を選んで検討した．ニホンオオカミは下顎骨に

植立したままの歯が数点あるが，あと40点余は全て遊離歯

である．これらを歯の部位で分け，さらに歯の磨耗がある

かどうかによって仕分けしたところ表7，表8のように2グ

ループに分類できた．Aグループは歯の磨耗が少し進んで

いることと各歯が若干大きい．Bグループとしたのは歯の

磨耗はほとんどみられず僅かに小さい．今まで発掘された

図７．細川重賢（1758，宝暦八年）によるニホンオオカミの絵．射
殺場所，年月日，計測値が簡単に記されている．「毛介綺換」の中の
一葉．永青文庫所蔵．
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矢山岳，方丈山のものとくらべると少し大きいが既知のニ

ホンオオカミの材料と較べると平均の大きさである．

　泉村に接する上益城郡山都町の下名連石からは日付，場

所，大きさが記入されたニホンオオカミの画像が残されて

いる．それは細川家第十代当主の細川重賢が描いた「毛介

綺換」という動物画の画集に載っている一枚であることが

判った．熊本県内の狼の貴重な記録である．

　ツキノワグマは形態からみて充分成長した個体であるこ

とが判明したが，適当な比較材料が見つからず，議論でき

る材料を今回は提示できなかった．今後の課題としておく．

　平田の縦穴からは2体のニホンオオカミとツキノワグマ

１体が産出したが，2種が共産した例はこれより北の京丈

山の洞穴についで二例目となる．熊本県の東部から大分県

を含む山岳地域には広域にわたりニホンオオカミとツキノ

ワグマが生息していたことを示唆する資料が多数残されて

いる．今後，泉村の大錦穴（入江，1969）や球磨村の風頭

のたて穴（愛媛大学学術探検部，1975）などを注意深く調

査すればより多くの例証を得る可能性が高まった．しかし，

洞穴探検には探検技術の高い調査隊の編成が重要である．

　いくつかの標本の年代が明らかになったので，今後新し

い観点からの考察が出来る可能性が出てきた．
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図版Ⅰ．ニホンオオカミ上顎歯牙２体分の識別を示す．
　　　　1a．Aグループ（GMNH-PV5000）左上顎歯群，頬側面，M1は咬合面を示す．
　　　　1b．Aグループ（GMNH-PV5000）右上顎歯群，舌側面．
　　　　2a．Bグループ（GMNH-PV5001）左上顎歯群，頬側面，M1とM2は咬合面を示す．
　　　　2b．Bグループ（GMNH-PV5001）右上顎歯群，舌側面

図版Ⅱ．ニホンオオカミ下顎歯牙２体分の識別を示す．
　　　　1a．Aグループ（GMNH-PV5000）左下顎歯群，頬側面．
　　　　1b．Aグループ（GMNH-PV5000）右下顎歯群，舌側面．
　　　　2a．Bグループ（GMNH-PV5001）左下顎歯群，舌側面．
　　　　2b．Bグループ（GMNH-PV5001）右下顎歯群，舌側面．

図版Ⅲ．ニホンオオカミとチョウセンオオカミの四肢骨．
　　　　1．左肩甲骨（GMNH-PV5000）外側面．
　　　　2．チョウセンオオカミ（NMNS-PO106）の左肩甲骨．
　　　　3．右尺骨（GMNH-PV5001）内側面，小さい．
　　　　4．左尺骨（GMNH-PV5000）外側面．
　　　　5．チョウセンオオカミ（NMNS-PO106）左尺骨外側面．
　　　　6．右脛骨（GMNH-PV5000）B遠位端前面．
　　　　7．チョウセンオオカミ（NMNS-PO106）右頸骨前面．
　　　　8．膝蓋骨（左？ GMNH-PV5000？） 内側面．
　　　　9．左腸骨体寛骨臼前位（GMNH-PV5000）外側面．
　　　　10．左腸骨体寛骨臼後部（GMNH-PV5001）外側面．
　　　　11．右踵骨（GMNH-PV5000）前位面．
　　　　12．右距骨（GMNH-PV5000）前位面．

図版Ⅳ．ニホンオオカミとチョウセンオオカミの四肢骨．
　　　　1．左大腿骨（GMNH-PV5000）の前面．
　　　　2．チョウセンオオカミ（NMNS-PO106）の左大腿骨前面．
　　　　3．右大腿骨頭（GMNH-PV5001）の前面．？
　　　　4．右大腿骨遠位部（GMNH-PV5001）の前面．
　　　　5．右橈骨遠位部（GMNH-PV5001）の前面．
　　　　6．左橈骨近位骨体部分（GMNH-PV5001）の前面．
　　　　7．左橈骨体部分（GMNH-PV5001）の前面．
　　　　8．チョウセンオオカミ（NMNS-PO106）の左橈骨前面．

図版の説明

熊本県球磨村平田の縦穴から産出したニホンオオカミ Canis lupus hodophilax （GMNH-PV5000 and 
5001）2体とツキノワグマ Ursus thibetanus（GMNH-PV5002）1体の主要部分．
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図版Ⅴ．平田の縦穴産ツキノワグマ（GMNH-PV5002）の頭骨．
　　　　1．頭蓋骨右外側面．
　　　　2．頭蓋骨背側面．

図版Ⅵ．平田の縦穴産ツキノワグマ（GMNH-PV5002）の四肢骨．
　　　　1． 左上腕骨前側面．三角筋粗面の発達が著しい．とくに外周縁部の棒状盛り上りが激

しい．外側顆も広く大きい，老齢個体．
　　　　2．左大腿骨後側面．骨体中央割れた面の内側を採取して年代測定を行った．
　　　　3．右大腿骨後側面．膝関節部欠損する．
　　　　4．左橈骨後側面．近位と遠位端欠損．

図版Ⅶ．平田の縦穴産ツキノワグマ（GMNH-PV5002）の尺骨と歯牙の一部．
　　　　1．右尺骨前側面.　橈骨切痕かなり大きい，筋粗面発達が見られる，老齢個体．
　　　　2．上顎犬歯と思われる，先端を欠く．
　　　　3．右上顎の一部と植立した臼歯（P4－M2）．
　　　　4．右下顎犬歯と思われる．歯根部極度に摩耗して板状を呈する.
　　　　5．右上第1前臼歯？クマの前臼歯はいずれも小さく，歯種判定がむずかしい．
　　　　6．右下顎第1大臼歯舌側面．
　　　　7．右下顎第2大臼歯舌側面.　6と同一(個体)のものと考えられる．
　　　　8． 不完全な左下顎骨と植立した臼歯は、6と7と対応する．歯(M1－M2)の前に5点、後ろ

に1点歯槽がある．
　　　　9．右上顎臼歯（P4－M2，歯列長48.8ｍｍ）．　　　　　　　　
　　　　10．左下顎臼歯（M1－M2，歯列長36ｍｍ）．

図版の説明（続き）
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図版Ⅰ
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図版Ⅱ
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熊本県球磨郡球磨村平田の縦穴産ニホンオオカミとツキノワグマ

図版Ⅲ
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図版Ⅳ
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熊本県球磨郡球磨村平田の縦穴産ニホンオオカミとツキノワグマ

図版V
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図版Ⅵ

38



熊本県球磨郡球磨村平田の縦穴産ニホンオオカミとツキノワグマ

図版Ⅶ
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